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１５
回
目「
ル
・
ポ
ン
音
楽
祭
」

珠
玉
の
演
奏

珠
玉
の
演
奏
３０３０
日
開
幕

日
開
幕

赤
穂
と
姫
路
で
計
６
公
演

少
林
寺
拳
法
世
界
大
会
に

小
・
中
学
生
６
拳
士
出
場

き
ょ
う
だ
い
で
健
闘
誓
う

　

世
界
的
演
奏
家
た
ち
に

よ
る
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

「
ル
・
ポ
ン
国
際
音
楽
祭

２
０
２
３
」
は
９
月
３０
日

（
土
）、
上
仮
屋
の
赤
穂
城

跡
特
設
会
場
で
初
日
を
迎

え
る
。
今
回
で
１５
回
目
と

な
る
開
幕
を
前
に
音
楽
監

督
を
務
め
る
赤
穂
ゆ
か
り

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、

樫
本
大
進
さ
ん（
４４
）が
２８

日
に
会
見
し
、「
音
楽
祭

と
し
て
毎
年
進
化
し
て
い

る
。
今
回
は
初
参
加
の
出

演
者
も
多
く
、
新
た
な
風

が
吹
く
」
と
公
演
へ
の
期

待
を
語
っ
た
。

　

同
音
楽
祭
は
、
幼
少
期

を
母
の
実
家
が
あ
る
赤
穂

で
過
ご
し
た
樫
本
さ
ん
の

「
気
軽
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
に
親
し
め
る
手
づ
く
り

の
音
楽
祭
を
赤
穂
で
開
き

た
い
」
と
の
提
案
を
受

け
、
２
０
０
７
年
に
「
赤

穂
国
際
音
楽
祭
」
と
し
て

始
ま
っ
た
。
樫
本
さ
ん
と

親
交
の
あ
る
実
力
派
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
無
償
で
出
演

し
、
協
賛
企
業
と
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
。
チ
ケ
ッ
ト
料
金

は
１
枚
１
０
０
０
円
に
抑

え
な
が
ら
、
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
演
奏
で
来
場
者
を
魅

了
し
て
い
る
。

煌こ
う

晴せ
い

君（
１１
）＝
城
西
小
６

年
＝
。
菜
々
子
さ
ん
と
真

美
さ
ん
が
中
学
生
女
子
の

部
、
煌
輝
君
と
陸
空
君
は

　 　

　 　

　 　

　 　

島田菜々子さん田口煌輝君 竹原真美さん

田口煌晴君 島田潤平君竹原陸空君

　

４
年
に
一
度
の
少
林
寺

拳
法
世
界
大
会
（
１０
月
７

・
８
日
、
日
本
武
道
館
）

の
組
演
武
に
赤
穂
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
か
ら
小
・
中
学

生
の
き
ょ
う
だ
い
３
組
６

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
決
勝

進
出
を
目
指
し
て
稽
古
に

励
ん
で
い
る
。

　

世
界
大
会
に
出
場
す
る

の
は
、
鷏
和
の
島
田
菜
々

子
さ
ん（
１５
）＝
赤
穂
西
中

３
年
＝
と
潤
平
君（
１１
）＝

赤
穂
西
小
６
年
＝
、
塩
屋

の
竹
原
真
美
さ
ん（
１４
）＝

赤
穂
西
中
３
年
＝
と
陸り

空く

君（
１３
）＝
赤
穂
西
中
１
年

＝
、
中
広
の
田
口
煌お

う

輝き

君

（
１３
）＝
赤
穂
中
１
年
＝
と

中
学
生
男
子
の
部
、
潤
平

君
と
煌
晴
君
が
小
学
生
Ａ

の
部
に
出
場
す
る
。

　

い
ず
れ
の
組
も
今
年
６

月
の
兵
庫
県
大
会
で
上
位

に
入
り
、
世
界
大
会
の
出

場
権
を
得
た
。
中
学
生
の

２
組
は
８
月
の
全
国
中
学

生
大
会
に
も
出
場
。
と
も

に
準
決
勝
ま
で
残
り
、
決

勝
進
出
ま
で
あ
と
一
歩
に

迫
っ
た
。

　

「
全
国
中
学
生
大
会
で

は
今
ま
で
で
最
高
の
演
武

が
で
き
た
。
世
界
大
会
で

は
そ
れ
を
上
回
り
た
い
」

と
菜
々
子
・
真
美
組
。
煌

輝
・
陸
空
組
は
「
ス
ピ
ー

ド
や
強
さ
、
迫
力
を
も
っ

と
出
し
た
い
」
と
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
努
め
、
潤
平
・

煌
晴
組
は
「
家
族
や
友
達

に
い
い
報
告
が
で
き
る
よ

う
に
頑
張
る
」
と
意
気
込

む
。

　

今
年
も
ベ
ル
リ
ン
・
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
第
１
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
の
樫
本
さ
ん
の
呼
び

か
け
で
演
奏
家
た
ち
が
来

日
。
樫
本
さ
ん
を
含
む
１５

人
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
が
１０

月
７
日
ま
で
赤
穂
で
４
公

演
、
姫
路
で
２
公
演
行
わ

れ
る
。

　

樫
本
さ
ん
は
ピ
ア
ノ
の

エ
リ
ッ
ク
・
ル
・
サ
ー
ジ

ュ
さ
ん
、
チ
ェ
ロ
の
ユ
リ

ア
ン
・
シ
ュ
テ
ッ
ケ
ル
さ

ん
、
ヴ
ィ
オ
ラ
の
赤
坂
智

子
さ
ん
と
と
も
に
会
見
。

「
今
回
の
テ
ー
マ
は
フ
ラ

ン
ス
と
ロ
シ
ア
。
初
め
て

ハ
ー
プ
が
入
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
あ
る
の
で
楽
し
み
に

し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

た
。
ま
た
、
運
営
を
支
え

る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
「
彼
ら
が
い
な
け

れ
ば
、
こ
の
音
楽
祭
は
成

り
立
た
な
い
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
同
じ
く
ら
い
大
事

な
存
在
で
感
謝
し
て
い

る
」
と
謝
意
を
表
し
た
。

　

初
日
と
最
終
日
は
す
で

に
チ
ケ
ッ
ト
が
完
売
し
て

お
り
、
購
入
可
能
な
公
演

日
程
と
会
場
、
開
演
時
刻

は
次
の
と
お
り
。
問
い
合

わ
せ
は
実
行
委
員
会
☎
４３

・
６
８
６
７
（
赤
穂
市
企

画
課
内
）。

　

▽
１０
月
１
日（
日
）＝
赤

穂
城
跡
特
設
会
場
、
午
後

５
時
※
雨
天
時
は
赤
穂
化

成
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
▽

１０
月
３
日（
火
）＝
赤
穂
化

成
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
、

午
後
６
時
３０
分
▽
１０
月
４

日（
水
）＝
赤
穂
化
成
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
、
午
後
６

時
３０
分
▽
１０
月
６
日（
金
）

＝
ア
ク
リ
エ
姫
路
、
午
後

７
時
（
写
真
は
「
ル
・
ポ

ン
国
際
音
楽
祭
２
０
２

３
」
の
開
幕
に
向
け
て
抱

負
を
語
っ
た
樫
本
大
進
さ

ん
ら
出
演
者
）

　
　

 
＊　

＊　

＊

　

「
ル
・
ポ
ン
国
際
音
楽

祭
２
０
２
３
」
の
開
催
に

合
わ
せ
、
次
の
協
賛
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
る
。
い
ず

れ
も
入
場
無
料
。

　

〔
ほ
の
ぼ
の
コ
ン
サ
ー

ト
〕
▽
９
月
３０
日（
土
）＝

赤
穂
中
央
病
院
シ
ュ
バ
イ

ツ
ァ
ー
ホ
ー
ル
、午
前
１１

時
。出
演
は
山
本
真
希
さ

ん
（
第
１
回
ド
イ
ツ
・
ラ

ン
ド
ゥ
ス
ベ
ル
ク
国
際
オ

ル
ガ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
第
３

位
）
▽
１０
月
１
日（
日
）＝

赤
穂
市
民
病
院
ア
メ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル
、
午
前
１１
時
。

出
演
は
千
葉
真
璃
花
さ
ん

（
ベ
ー
テ
ン
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
中
学
生
の
部
第
１

位
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
と

田
遠
麗
奈
さ
ん
（
ベ
ー
テ

ン
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
学

生
の
部
第
２
位
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
）

　

〔
プ
リ
コ
ン
サ
ー
ト
〕

▽
１０
月
１
日（
日
）＝
赤
穂

化
成
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
、
午
後
１
時
３０
分
。
出

演
は
赤
穂
市
ハ
ー
モ
ニ
ー

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
教

室
。
樫
本
大
進
さ
ん
も
特

別
出
演
。

義
士
祭
観
覧
席

申
し
込
み
受
付

抽
選
で
１
３
０
席

　

赤
穂
義
士
祭
奉
賛
会
は

第
１
２
０
回
赤
穂
義
士
祭

（
１２
月
１４
日
）
の
観
覧
席

チ
ケ
ッ
ト
を
抽
選
で
１
３

０
席
販
売
す
る
。

　

観
覧
席
は
義
士
祭
パ
レ

ー
ド
終
了
地
点
手
前
の

「
い
き
つ
ぎ
広
場
」
に
い

す
を
並
べ
、
全
席
指
定
で

１
席
２
０
０
０
円
。

　

往
復
は
が
き
の
往
信
裏

面
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
電
話
番
号
、
希

望
枚
数
（
２
席
ま
で
）
を

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

明
記
。
返
信
表
面
に
送
付

先
を
書
き
、
赤
穂
義
士
祭

奉
賛
会
事
務
局
（
〒
６
７

８
・
０
２
９
２
、
赤
穂
市

加
里
屋
８１
番
地
）
へ
１０
月

３１
日（
火
）消
印
有
効
で
申

し
込
め
ば
よ
い
。

　

申
し
込
み
は
一
人
に
つ

き
１
通
と
し
、
２
通
目
以

降
は
無
効
と
な
る
。
問
い

合
わ
せ
は
事
務
局
☎
４３
・

６
８
３
９（
市
観
光
課
）。

汚
泥
を
不
法
投
棄

播
磨
土
建
工
業

の
許
可
を
取
消

　

自
社
の
工
場
敷
地
内
に

産
業
廃
棄
物
を
不
法
投
棄

し
た
と
し
て
、
兵
庫
県
は

２２
日
、上
郡
町
上
郡
の「
播

磨
土
建
工
業
」（
江
見
賢

治
郎
社
長
）
に
廃
棄
物
処

理
法
に
基
づ
く
行
政
処
分

を
行
っ
た
と
発
表
し
た
。

　

県
に
よ
る
と
、
同
社
は

昨
年
１１
月
末
ご
ろ
か
ら
同

町
釜
島
の
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
場
敷
地
内
に
汚
泥
を

敷
き
な
ら
し
、
そ
の
上
に

再
生
砕
石
を
か
ぶ
せ
た
。

ま
た
、
数
十
年
前
か
ら
同

じ
工
場
敷
地
内
に
保
管
し

て
い
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
な
ど
に
汚
泥
を
か
ぶ
せ

て
い
た
と
い
う
。
汚
泥

（
土
砂
を
含
む
）
の
容
量

は
「
数
千
立
方
メ
ー
ト

ル
」
と
い
い
、
県
は
こ
れ

ら
の
行
為
が
産
業
廃
棄
物

の
不
法
投
棄
に
該
当
す
る

と
判
断
し
た
。

　

処
分
は
同
日
付
。
同
社

の
産
業
廃
棄
物
処
分
業
、

同
収
集
運
搬
業
の
許
可
を

取
り
消
し
た
ほ
か
、
同
社

が
同
町
岩
木
に
所
有
す
る

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の

設
置
許
可
も
取
り
消
し

た
。

　

南
ア
フ
リ
カ
で
こ
の
ほ

ど
開
催
さ
れ
た
世
界
ベ
ン

チ
プ
レ
ス
選
手
権
で
、
加

里
屋
の
「
パ
ワ
ー
ハ
ウ
ス

赤
穂
」
を
練
習
拠
点
と
す

る
２
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
。

　

マ
ス
タ
ー
ズ
４
（
７０
〜

７９
歳
）
男
子
７４
㌔
級
で
は

信
原
英
之
さ
ん（
７０
）＝
岡

山
市
北
区
＝
が
１
３
７
・

５
㌔
の
世
界
新
記
録
で

Ｖ
。
マ
ス
タ
ー
ズ
３
（
６０

〜
６９
歳
）
男
子
１
０
５
㌔

級
は
片
浜
町
の
介
護
福
祉

士
、
秋
山
克
己
さ
ん（
６１
）

が
１
８
５
・
０
㌔
の
自
己

新
で
優
勝
し
た
。

　

ベ
ス
ト
リ
フ
タ
ー
（
最

優
秀
選
手
）
に
も
選
ば
れ

た
信
原
さ
ん
は
「
大
会
前

の
練
習
量
を
セ
ー
ブ
し
た

こ
と
で
絶
好
調
で
し
た
。

次
は
１
４
０
㌔
台
を
狙

う
」
と
新
た
な
目
標
を
掲

げ
た
。
そ
の
後
に
行
わ
れ

た
国
際
大
会
で
１
９
５
・

０
㌔
ま
で
記
録
を
伸
ば

し
、
一
般
部
門
で
全
日
本

選
手
権
に
出
場
で
き
る
権

利
を
得
た
秋
山
さ
ん
は

「
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
で
ど

こ
ま
で
通
用
す
る
か
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
世
界
選
連
覇

へ
弾
み
を
つ
け
た
い
」
と

意
欲
を
語
っ
た
。（
写
真

は
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
の
世
界

選
手
権
で
年
代
別
優
勝
を

飾
っ
た
信
原
英
之
さ
ん
㊧

と
秋
山
克
己
さ
ん
）

世
界
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
選
手
権

２
選
手
が
年
代
別
優
勝
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み
。時
給
１
１
０
０
円
〜
。

１０
月
１５
日
ま
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
応
募
を
受
け
付
け

ま
す
。「
赤
穂
民
報
社
」

加
里
屋
５８
の

１８
☎
４３
・
１

８
８
６

　

▽
１
日
＝
梶
原
外
科

（
さ
つ
き
町
３５
の
２
）
☎

４２
・
９
９
３
４

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

第２５２３号　　２０２３年（令和 ５年）９月３０日

　 　

市
民
ガ
イ
ド

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
古
物
高
価
買
取
＝
骨

董
品
、古
家
具
、古
道
具
、

お
も
ち
ゃ
、食
器
、贈
答

品
、終
活
、家
、倉
庫
の
片

付
け
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

見
積
も
り
無
料
。ご
み
で

捨
て
る
前
に
ご
一
報
く
だ

さ
い
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越

☎
０
９
０
・
１
２
４
０
・
７

４
６
１

　

▼「
く
ら
電
」＝
エ
コ
キ

ュ
ー
ト
の
取
替
で
国
か
ら

補
助
金
が
も
ら
え
ま
す
。

補
助
対
象
機
種
や
お
見
積

等
、お
問
合
せ
は
当
店
ま

で
。エ
ア
コ
ン
取
付
、移

設
。そ
の
他
お
家
の
お
困

り
事
で
自
分
で
は
無
理
と

思
っ
た
ら
お
電
話
く
だ
さ

い
。尾
崎
☎
25
・
1
３
８
１

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
坂
元
鈑
金
塗
装
」

細
野
町
☎
４３
・
９
０
１
０

　

▼
ふ
す
ま
、
障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。「
大

崎
表
具
店
」浜
市
、櫂
の
家

向
か
い
☎
４８
・
７
２
５
４

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
○
３０
分
２
５

０
０
円
○
４５
分
３
０
０
０

円
○
６０
分
３
５
０
０
円
○

８０
分
４
０
０
０
円
。診
療

時
間
１０
時
～
１８
時（
要
予

約
・
送
迎
可
）。休
診
日（
金

曜
日
）。は
り
・
指
圧
・
マ
ッ

サ
ー
ジ「
新
田
治
療
院
」鷆

和
☎
４３
・
７
６
４
８

　

▼
昭
和
レ
ト
ロ
骨
董
品

な
ん
で
も
高
価
買
取
り
＝

玩
具
お
も
ち
ゃ
、古
道
具
、

軍
隊
品
、
看
板
、古
写
真
、

人
形
、
古
本
、
武
具
、
金

銀
製
品
、
食
器
、
楽
器
、

終
活
、断
捨
離
品
、不
要
品

鑑
定
査
定
見
積
も
り
無
料

「
赤
穂
玩
具
博
物
館
」
上

仮
屋
北
☎
４５
・
７
７
７
８ 

　

▼
令
和
５
年
度
産
・
新

米
コ
シ
ヒ
カ
リ
＝
低
農
薬

で
育
て
ま
し
た
。
配
送
も

市
内
な
ら
可
能
で
す
。
新

米
コ
シ
ヒ
カ
リ
玄
米
３０
㌔

８
５
０
０
円
。「
米
工
房　

庄
八
」
西
有
年
☎
０
８
０

・
１
４
０
０
・
３
２
７
６

（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
可
能
）

　

▼
１０
月
１
日
か
ら
昼
ラ

ン
チ
始
め
ま
す
＝
キ
ム
チ

チ
ゲ
定
食
、
チ
ヂ
ミ
定

食
、
ス
ン
ド
ゥ
ブ
定
食
、

そ
の
他
オ
ー
ル
１
１
０
０

円
。
１１
時
〜
１４
時
。「
焼

肉　

釜
山
」
朝
日
町
１０
の

４
☎
４２
・
９
１
１
７

　

▼
「
ラ
・
セ
ー
ヌ
洋
菓

子
店
」
＝
９
月
３０
日（
土
）

・
１０
月
２
日（
月
）、
ア
ー

モ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
と
渋
皮

栗
を
使
っ
て
焼
き
上
げ
た

タ
ル
ト
は
い
か
が
で
す

か
。
１
台
１
３
０
０
円
。

営
業
時
間
１０
時
〜
１７
時
。

加
里
屋
駅
前（
商
議
所
北
）

☎
４２
・
２
２
９
６

　

▼
よ
し
だ
よ
し
こ
フ
ォ

ー
ク
ソ
ン
グ
ラ
イ
ブ
＝
７０

年
代
か
ら
活
躍
。
ア
メ
リ

カ
放
浪
を
経
て
ギ
タ
ー
、

ダ
ル
シ
マ
ー
を
か
か
え
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
歌

う
。
１０
月
８
日（
日
）１４
時

〜
、
赤
穂
市
文
化
会
館
リ

ハ
ー
サ
ル
室
。
３
５
０
０

円（
入
会
金
込
み
）。「
赤
穂

労
音
」
☎
４２
・
９
５
７
５

　

▼
心
配
ご
と
相
談
所

（
１０
月
各
水
曜
１３
〜
１７
時
）

＝
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

不
安
や
悩
み
事
の
相
談
に

応
じ
ま
す
○
一
般
相
談
４

日
・
２５
日
○
弁
護
士
相
談

１８
日（
要
予
約
）○
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
相
談
４
日
・
２５

日（
要
予
約
）※
相
談
無
料

・
秘
密
厳
守
。「
赤
穂
市
社

会
福
祉
協
議
会
」中
広
☎

42
・
１
３
９
７

　

▼
淡
島
神
社
例
祭
＝
１０

月
３
日（
火
）午
前
１０
時
。

祝
詞
で
お
名
前
の
奏
上
を

ご
希
望
の
方
は
祭
典
３０
分

前
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。「
赤
穂
大
石
神
社
」

上
仮
屋
☎
４２
・
２
０
５
４

　

▼
赤
穂
歴
史
講
演
会
＝

『
大
避
神
社
の
謎
に
迫
る

！
』
大
避
神
社
と
は
な
に

か
？　

大
避
神
社
の
特

徴
。
１０
月
７
日（
土
）１４
時

〜
１６
時
、
赤
穂
福
音
ル
ー

テ
ル
教
会
（
北
野
中
３
９

７
の
１
１
１
、
赤
穂
自
動

車
教
習
所
南
側
）。
講
師

は
鈴
木
俊
章
師
（
播
磨
歴

史
研
究
会
を
主
催
）。
当

日
先
着
４０
名
を
受
付
。
☎

４３
・
８
８
５
８

　

▼
パ
ー
ト
・
土
日
祝
学

生
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
＝
厨

房
・
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
。

１１
時
〜
１４
時
半
、
１７
時
〜

２０
時
。
時
給
１
０
５
０
円

（
研
修
期
間
は
時
給
１
０

１
０
円
）。「
か
も
め
屋
赤

穂
本
店
」
赤
高
交
差
点
北

☎
４５
・
２
３
３
０

　

▼
カ
キ
む
き
パ
ー
ト
さ

ん
募
集
＝
１０
月
下
旬
か

ら
。初
め
て
で
も
大
丈
夫
。

時
給
１
０
１
０
円
〜
昇
給

・
交
通
費
有
り
。火
・
土
曜

休
み
。時
間
８
時
〜
１６
時

相
談
可
○
シ
ニ
ア
経
験
者

の
方
、短
時
間
勤
務
Ｏ
Ｋ

で
す
。「
小
林
水
産
」坂
越

☎
０
８
０
・
８
５
１
８
・
９

４
４
５

　

▼「
ザ　

グ
ラ
ン
リ
ゾ

ー
ト
赤
穂
」＝
客
室
清
掃

／
9
〜
15
時
の
間
。時
給

９
６
０
円
〜
。シ
フ
ト
制

（
応
相
談
）。交
通
費
あ
り
。

〈
応
募
〉お
電
話
く
だ
さ

い
。尾
崎
２
２
９
８
☎
４８
・

０
０
７
７
、☎
０
７
０
・
３

３
１
８
・
７
８
４
３

　

▼
赤
穂
温
泉
「
絶
景
露

天
風
呂
の
宿　
銀
波
荘
」

＝
①
風
呂
清
掃
９
〜
１２
時

②
部
屋
清
掃
９
時
半
〜
１４

時
半
③
調
理
補
助
７
〜
１１

時
、
１５
〜
１７
時
④
洗
濯
１４

〜
１９
時
⑤
洗
い
場
９
〜
１２

時
、１３
〜
１６
時
、１９
〜
２３

時
。時
給
は
①
②
③
１
０

５
０
円
〜
（
試
用
期
間
中

１
０
１
０
円
）
④
⑤
１
０

１
０
円
〜
。交
通
費
支
給

あ
り
。
御
崎
☎
４５
・
３
３

５
５

　

▼
増
産
に
つ
き
パ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

＝
電
子
部
品
組
み
立
て
作

業
で
す
。
女
性
が
活
躍
し

て
い
る
職
場
で
す
。
勤
務

時
間
は
９
〜
１６
時
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
学
校
行
事

優
先
、
時
短
勤
務
も
可

能
。
土
日
祝
休
み
。
時
給

１
０
０
１
円
〜
。
詳
し
い

こ
と
は
面
談
で
。「
㈲
播

州
ユ
ニ
ッ
ト
」
砂
子
８２
の

７
（
坂
越
駅
裏
）
☎
４８
・

８
８
７
７

　

▼
販
売
ス
タ
ッ
フ
急
募

＝
パ
ー
ト
さ
ん
（
和
菓
子

の
販
売
）。勤
務
時
間
１０
時

〜
１６
時
。
休
日
シ
フ
ト

制
。
時
給
１
１
０
０
円
。

勤
務
時
間
、
休
日
応
相

談
。
詳
細
は
お
気
軽
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。「
か

ん
川
本
舗
」
加
里
屋
駅
前

町
５６
の
１
☎
４３
・
２
５
５

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

５
、
メ
ー
ルinfo@

ka
nkaw

a.co.jp

　

▼
正
社
員
、パ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
な
ど
募
集
＝
①
セ

ル
フ
赤
穂
西
Ｓ
Ｓ
・
セ
ル

フ
赤
穂
御
崎
監
視
員
ス
タ

ッ
フ
。年
齢
・
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。
６
時
半
〜
２１
時

半
の
間
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
。危
険
物
乙
４
免
許
必

須
。時
給
１
０
０
２
円
～

②
本
社
配
送
ド
ラ
イ
バ
ー

ス
タ
ッ
フ
。
７
〜
１７
時

の
間
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
。危
険
物
乙
４
免
許
必

須
・
大
型
免
許
優
遇
。給
与

２２
～
３２
万
円（
年
齢
経
験

に
よ
る
。昇
給
・
賞
与
あ
り

「
前
田
石
油
㈱
」中
広
☎
４３

・
２
６
８
８

　

▼
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
募
集
＝
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ

フ
。
勤
務
時
間
１６
時
〜
２２

時
の
間
で
２
〜
３
時
間
程

度（
応
相
談
）。
時
給
１
０

０
０
円
〜
（
１０
月
１
日
か

ら
は
最
低
賃
金
は
保
証
し

ま
す
）。
経
験
者
優
遇
。

「
焼
肉　

南
大
門
」
若
草

町
☎
２５
・
７
２
２
７

　

▼
ゴ
ル
フ
場
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
募
集
＝
未
経

験
者
歓
迎
①
マ
ス
タ
ー
室

②
レ
ス
ト
ラ
ン
ホ
ー
ル
〇

7
時
～
15
時
半
他
（
実
働

7
時
間
・
休
憩
90
分
）。

予
約
状
況
に
よ
り
勤
務
時

間
の
変
動
有
。
時
給
１
０

１
０
円
。
交
通
費
有
。
マ

イ
カ
ー
通
勤
可
能
な
方
。

土
日
祝
も
勤
務
可
能
な
方

（
用
事
の
あ
る
日
は
休
め

ま
す
）。
パ
ー
ト
さ
ん
は

週
3
日
程
度
の
勤
務
で

す
。
②
は
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

の
み
の
勤
務
も
可
能
で

す
。
ゴ
ル
フ
を
し
な
い
方

で
も
大
丈
夫
で
す
。
ゴ
ル

フ
す
る
方
は
優
待
価
格
で

プ
レ
ー
可
能
で
す
。「
赤

穂
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

☎
４３
・
３
１
１
１

　

▼
短
期
玉
ネ
ギ
束
作
業

員
募
集
＝
１０
月
１０
日
前
後

〜
１１
月
初
旬
頃
（
出
荷
作

業
終
わ
り
次
第
）
の
約
１

か
月
間
の
期
間
で
す
。
９

時
〜
１７
時
の
間
の
３
時
間

以
上
、
週
３
日
以
上
勤
務

出
来
る
方
。
作
業
場
で
玉

ネ
ギ
苗
を
数
え
る
作
業
な

の
で
初
め
て
の
方
で
も
出

来
る
お
仕
事
で
す
。
手
先

の
器
用
な
方
大
歓
迎
。
時

給
１
０
０
１
円
。
詳
細
は

面
談
で
。「
㈲
米
口
グ
リ

ー
ン
ナ
ー
セ
リ
ー
」
木
津

☎
４８
・
０
７
８
６

　

▼
１１
月
勤
務
ス
タ
ー
ト

事
務
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
広

告
受
付
と
制
作
会
社
と
の

連
絡
調
整
、
そ
の
他
事
務

な
ど
。
一
般
的
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
が
必
須
で
す
。平

日
３
〜
５
日
、
午
前
１０
時

〜
午
後
４
時
の
間
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
土
日
祝
休

現
金
と
軽
ト
ラ

な
ど
窃
盗
容
疑

備
前
市
生
ま
れ
の
男
逮
捕

　

赤
穂
市
や
岡
山
県
内
で

民
家
か
ら
現
金
や
車
な
ど

を
盗
む
犯
行
を
繰
り
返
し

た
と
し
て
、
岡
山
県
警
捜

査
３
課
は
９
月
１９
日
、
備

前
市
生
ま
れ
の
住
居
不

定
、
無
職
の
中
野
照
之
容

疑
者（
５６
）を
窃
盗
容
疑
で

最
終
送
致
し
た
。

　

警
察
に
よ
る
と
、
同
容

疑
者
は
今
年
６
月
１０
日
未

明
、
赤
穂
市
有
年
原
の
民

家
ガ
レ
ー
ジ
か
ら
鍵
が
つ

い
た
ま
ま
無
施
錠
で
停
め

て
い
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台

（
時
価
約
５０
万
円
相
当
）

を
盗
み
、
さ
ら
に
、
７
月

５
日
ま
で
に
岡
山
県
北

区
、
浅
口
市
で
無
施
錠
の

窓
か
ら
民
家
に
忍
び
込
ん

で
現
金
な
ど
を
盗
ん
だ

り
、
車
を
盗
ん
だ
り
し
た

と
し
て
計
６
件
の
窃
盗
容

疑
が
あ
る
。
被
害
は
現
金

２８
万
円
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
１５
点
（
時
価
合
計
約
９１

万
円
相
当
）
に
及
ぶ
。

　

捜
査
関
係
者
の
話
で

は
、
同
容
疑
者
は
ホ
テ
ル

な
ど
を
転
々
と
し
な
が
ら

公
共
交
通
機
関
で
犯
行
現

場
ま
で
移
動
し
、
無
施
錠

の
家
や
車
を
狙
っ
て
犯
行

に
及
ん
で
い
た
と
い
う
。

調
べ
に
対
し
、「
生
活
費
欲

し
さ
に
現
金
を
盗
ん
だ
」

「
車
は
足
に
使
う
つ
も
り

で
盗
ん
だ
」
な
ど
と
容
疑

を
認
め
て
い
る
と
い
う
。

ベ
ル
ト
が
切
れ
て

鉄
製
タ
ン
ク
落
下

従
業
員
が
死
亡

　

９
月
２６
日
午
前
１０
時
ご

ろ
、
赤
穂
市
鷏
和
の
三
菱

電
機
系
統
変
電
シ
ス
テ
ム

製
作
所
赤
穂
工
場
で
、
ク

レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
て
い

た
重
さ
約
２
４
０
㌔
の
鉄

製
タ
ン
ク
（
縦
横
約
１
４

０
㌢
、高
さ
約
６０
㌢
）が
落

下
し
、
真
下
に
い
た
同
市

加
里
屋
の
会
社
員
男
性

（
５８
）に
接
触
。
男
性
は
約

２
時
間
後
、
搬
送
先
病
院

で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。

　

警
察
に
よ
る
と
、
男
性

は
協
力
会
社
の
従
業
員
。

同
僚
２
人
と
タ
ン
ク
の
さ

び
を
除
去
す
る
作
業
中
、

タ
ン
ク
を
ク
レ
ー
ン
で
吊

り
上
げ
て
い
た
ナ
イ
ロ
ン

製
ベ
ル
ト（
幅
２
・
５
㌢
、

耐
荷
重
量
８
０
０
㌔
）
が

切
れ
て
約
２
～
３
㍍
下
の

作
業
台
に
落
下
。
台
上
の

鉄
粉
を
拭
き
取
っ
て
い
た

男
性
の
首
に
当
た
っ
た
と

い
う
。

　

警
察
は
業
務
上
過
失
致

死
の
疑
い
も
あ
る
と
み

て
、
事
故
の
原
因
を
調
べ

て
い
る
。

休
日
急
患
診
療
医
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